
事前質問事項（社会復帰・社会内生活支援、元患者家族に対する施策） 

統一要求書の第３の３及び第４について議論するには、現状について把握することが不

可欠であるので、事業の実施状況等について、事前に回答を頂きたい。 

 経年比較ができるように、従前の回答内容に令和６年度分を加えて表を作成されたい。な

お、令和５年度分までは、その翌年度の定期協議に際してした質問になかった項目について

は、数字は不要である。 

 

第１ 社会復帰者等支援事業について 

１ 令和元年度から令和６年度の社会復帰者に対する専門家相談の実施状況の推移 

・派遣のべ回数、支援をした退所者の実数、対応した相談員の実数 

・登録相談員の数および職種別人数、都道府県別人数 

・電話相談の受付のべ件数、電話相談をした人の人数、地域別の人数 

・具体的な支援例 

・登録相談員への研修の回数・内容 

・専門家相談事業の周知の方法、時期、回数 

 

２ 令和元年度から令和６年度の社会復帰者に対するピア相談の実施状況の推移 

・派遣のべ回数、支援をした退所者の実数、対応した退所者の実数 

・登録している退所者の数および地域別人数 

・具体的な支援例 

・登録相談員への研修の回数・内容 

・ピア相談事業の周知の方法、時期、回数 

 

３ 令和元年度から令和６年度の社会復帰等に対する支援事業のうち講演等の実施状況

の推移 

・派遣のべ回数、派遣された退所者の実数 

・講演等の受け入れ先の実数 

・登録している退所者の数および地域別人数 

・具体的な講演先の例 

・登録している退所者への研修の回数、内容 

・学校、社会教育施設、人権教育をしている団体等への周知の方法、時期、回数 

 

４ 令和元年度から令和６年度の元患者家族に対する専門家相談の実施状況の推移 

・派遣のべ回数、支援をした元患者家族の実数、対応した相談員の実数 

・登録相談員の数および職種別人数、都道府県別人数 

・電話相談の受付のべ件数、電話相談をした人の人数、地域別の人数 



・具体的な支援例 

・登録相談員への研修の回数・内容 

・専門家相談事業の周知の方法、時期、回数 

 

５ 令和元年度から令和６年度の元患者家族に対するピア相談の実施状況の推移 

・派遣のべ回数、支援をした元患者家族の実数、対応した元患者家族の実数 

・登録している元患者家族の数および地域別人数 

・具体的な支援例 

・登録相談員への研修の回数・内容 

・ピア相談事業の周知の方法、時期、回数 

 

 ６ 令和元年度から令和６年度の社会復帰者等支援事業の評価委員会について 

・評価委員会の委員の氏名 

・評価委員会の開催日時 

・評価委員会の各回の議事録（支障があれば議事概要） 

 

第３ ハンセン病元患者家族関係回復等支援事業について 

 １ 令和２年度から６年度の家族交流会事業の推移 

・交流推進員の数および職種別人数、地域別人数 

・家族交流会の実施回数 

２ 令和２年度から６年度の講師等派遣事業の実施状況の推移 

・派遣のべ回数、派遣した啓発推進員の実数 

・講演等の受け入れ先の実数 

・具体的な講演先の例 

・啓発推進員の数および地域別人数 

・啓発推進員への研修の回数、内容 

・学校、社会教育施設、人権教育をしている団体等への周知の方法、時期、回数 

 

第４ 国立ハンセン病資料館及び各療養所の資料館の展示の現状 

１ 現在の国立ハンセン病資料館におけるハンセン病回復者の家族の被害やハンセン病

隔離政策が及ぼした影響、家族訴訟についての展示内容 

２ 上記について令和６年度の定期協議以降の改善点はどのようなものか 

３ 現在の重監房資料館、各療養所に設置された資料館(社会交流会館)におけるハンセン

病回復者の家族の被害やハンセン病隔離政策が及ぼした影響、家族訴訟についての展

示内容 

 ４ 上記について令和６年度の定期協議以降の改善点はどのようなものか 


